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飲
酒
運
転
の
取
締
り
が
厳
し

く
な
り
、
歓
楽
街
、
飲
食
店
の

人
が
少
な
く
な
っ
た
と
聞
く
。

「
ゆ
め
タ
ウ
ン
」
発
の
最
終
便

は
午
後
十
一
時
十
分
で
あ
る
の

に
、
中
の
小
路
バ
ス
停
の
最
終

時
間
は
午
後
九
時
五
十
五
分
で

あ
る
。
中
心
市
街
地
を
通
る
深

夜
便
を
出
す
考
え
は
。

�
�
�
　

ゆ
め
タ
ウ
ン
佐
賀
発

の
最
終
便
は
、
飲
食
店
街
の
閉

店
時
間
で
あ
る
午
後
十
一
時
に

あ
わ
せ
、
閉
店
後
の
バ
ス
利
用

を
見
込
ん
で
十
一
時
十
分
と
し

た
。
ま
た
、
最
近
飲
酒
運
転
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
そ
の
防
止
対
策
と
し
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�����
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九
月
の
台
風
十
三
号
は
佐
賀

県
・
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。「
激
甚
災
害
の
指
定
、

農
作
物
被
害
を
補
償
す
る
農
業

共
済
の
年
内
支
払
い
」
を
九
州

農
政
局
や
国
会
に
も
求
め
て
き

た
。
県
・
市
の
支
援
策
、
農
業

共
済
の
年
内
支
払
い
を
求
め
る

が
ど
う
か
。
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松
尾　

和
男

て
、
飲
酒
後
は
バ
ス
を
利
用
し

て
帰
宅
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、

繁
華
街
近
く
の
バ
ス
停
の
最
終

便
時
刻
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を

市
内
の
事
業
所
や
飲
食
店
に
配

時
限
立
法
で
二
十
一
年
度
終
了

す
る
が
、
事
業
そ
の
も
の
が
進

展
し
て
い
な
い
。
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

�
�
�
　

総
合
計
画
の
基
本
計

画
の
中
に
森
林
保
全
の
項
目
を

盛
り
込
ん
で
お
り
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
等
の
個
別

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
す
る
基

本
事
業
を
基
本
計
画
の
分
野
別

計
画
に
盛
り
込
む
な
ど
総
合
計

画
は
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
趣
旨
を
包
含
し
て
い
る
。

　

過
疎
計
画
の
事
業
は
合
併
前

の
首
長
間
確
認
の
と
お
り
事
業

　

過
疎
計
画
の
位
置
付
け
と
、

市
総
合
計
画
と
の
整
合
性
は
。

山
村
地
域
の
重
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
は
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�����
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山
本　

義
昭

布
し
た
。
今
後
利
用
者
の
要
望
、

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
も
う

少
し
遅
い
時
間
帯
の
運
行
も
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

�
�
�
　

県
で
は
、
水
稲
・
大

豆
の
種
子
購
入
費
の
助
成
、
共

同
乾
燥
調
整
施
設
の
固
定
経
費

に
対
す
る
助
成
、
倒
壊
し
た
ハ

ウ
ス
の
建
て
替
え
へ
の
助
成
、

葉
面
散
布
剤
・
殺
菌
剤
・
堆
肥

等
の
資
材
購
入
費
の
助
成
、
植

え
替
え
へ
の
助
成
や
種
苗
確
保

対
策
な
ど
、
被
災
農
家
の
再
生

産
意
欲
の
向
上
と
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
支
援
が
行
わ
れ
る
。

市
で
は
、
県
の
被
害
対
策
事
業

補
助
金
に
上
乗
せ
す
る
形
で
支

援
し
た
い
。
ま
た
、
共
済
金
の

　

市
東
南
部
の
農
業
水
利
は
中

川
副
分
水
工
か
ら
の
常
時
安
定

取
水
が
基
本
で
あ
る
が
現
状
は

や
む
を
得
ず
、
徳
永
線
よ
り
取

水
が
行
わ
れ
て
い
る
。
受
益
者
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�����
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�
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は
中
川
副
分
水
工
か
ら
の
良
質

の
取
水
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

行
政
は
速
や
か
に
対
話
と
指
導

を
重
ね
本
来
の
取
水
の
検
討
を
。

�
�
�
　

当
初
計
画
で
は
、
中

川
副
分
水
工
か
ら
分
水
し
た
水

を
、
市
の
江
・
川
副
幹
線
水
路

以
東
の
地
区
に
供
給
す
る
予
定

で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
状
で
は
周
辺
地
区
の
圃
場
整

備
と
そ
れ
に
伴
う
河
川
改
修
の

状
況
や
地
盤
の
高
さ
、
ま
た
、

堰
板
や
樋
門
操
作
が
影
響
し
水

回
し
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
な
お

現
在
、
中
部
農
林
事
務
所
が
中

心
と
な
り
佐
賀
市
や
土
地
改
良

区
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
樋
門
、

支
払
い
時
期
は
、
園
芸
共
済
は

十
一
月
二
十
九
日
、
水
稲
は
十

二
月
末
、
大
豆
は
来
年
五
、
六

月
ご
ろ
と
聞
い
て
い
る
。

中
山　

重
俊

大
坪　

繁
都

評
価
を
行
い
、
事
業
内
容
の
妥

当
性
を
精
査
し
優
先
順
位
を
つ

け
て
実
施
す
る
。
事
業
の
実
施

は
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
場
合

に
よ
り
平
成
二
十
一
年
度
の
法

律
の
期
限
に
縛
ら
れ
ず
に
進
め

る
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

堰
板
の
操
作
や
樋
門
改
修
を
行

い
当
地
区
の
水
回
し
が
良
く
な

る
よ
う
に
努
力
を
行
っ
て
い
る
。

樋門（中川副分水工）
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佐
賀
大
学
医
学
部
東
地
区
で

は
基
盤
整
備
計
画
が
あ
る
。
同

地
区
で
は
既
存
路
線
の
交
通
渋

滞
が
激
し
く
住
民
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
基
盤
整
備
に
あ
わ
せ

渋
滞
緩
和
並
び
に
住
民
の
生
活

道
路
、
通
学
道
路
確
保
の
観
点

か
ら
高
木
瀬
―
鍋
島
を
結
ぶ
東

西
道
路
の
新
設
が
で
き
な
い
か
。
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堤　
　

正
之

中
山
間
農
業
で
は
取
り
組
み
方

が
違
う
と
思
う
。
各
々
に
対
し

て
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

�
�
�
　

連
続
す
る
合
併
で
、

臨
海
部
、
平
野
部
、
中
山
間
部

で
は
同
じ
農
業
で
も
か
な
り
違

い
が
あ
り
、
さ
ら
に
林
業
、
水

産
業
へ
の
比
重
が
増
え
る
と
、

現
在
の
農
林
水
産
課
及
び
産
業

部
で
は
重
過
ぎ
る
よ
う
に
感
じ

る
。
よ
っ
て
来
年
の
十
月
合
併
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�����
�����
�����
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重
田　

音
彦

　

昨
年
の
十
月
の
合
併
で
林
業

が
大
き
く
増
え
、
来
年
の
十
月

の
佐
賀
郡
南
部
と
の
合
併
で
水

産
業
が
大
き
く
増
え
る
。
そ
う

い
う
中
で
部
の
設
置
が
急
務
だ

と
思
う
が
。
ま
た
、
平
野
部
と
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川
原
田
裕
明

　

観
光
施
策
は
た
だ
無
作
為
に

無
計
画
に
進
め
て
も
無
理
だ
。

き
ち
ん
と
議
論
を
し
計
画
を
立

て
長
期
的
展
望
を
見
据
え
て
や

る
必
要
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
合

併
で
新
佐
賀
市
と
な
っ
た
訳
だ

か
ら
そ
の
効
果
が
十
分
に
発
揮

で
き
る
観
光
施
策
を
計
画
し
て
、

実
践
的
な
観
光
の
振
興
を�

�
�
�
　

合
併
後
の
観
光
振
興

の
方
針
と
な
る
観
光
振
興
戦
略

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、
現

在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
し

て
い
る
。
策
定
委
員
会
は
市
内

選
出
の
み
な
ら
ず
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
福
岡
都
市

圏
か
ら
も
委
員
を
選
出
し
て
お

�
�
�
　

高
木
瀬
と
鍋
島
を
結

ぶ
都
市
計
画
道
路
と
し
て
は
、

東
高
木
木
角
線
と
上
高
木
鍋
島

線
の
二
路
線
の
計
画
が
あ
る
。

こ
の
路
線
は
佐
賀
市
都
市
計
画

道
路
網
再
編
検
討
委
員
会
で
廃

止
候
補
と
な
っ
た
が
必
要
性
に

つ
い
て
附
帯
意
見
が
つ
い
た
た

め
、
附
帯
意
見
を
尊
重
し
鍋
島

東
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
と
あ

わ
せ
整
備
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
こ
の
二
路
線
の
整
備
の

優
位
性
を
検
討
し
た
結
果
、
植

木
橋
と
鍋
島
を
結
ぶ
東
高
木
木

角
線
の
方
が
必
要
性
が
高
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
庁
内
の

関
係
各
課
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

を
念
頭
に
お
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
平
野
部
、
中
山

間
部
で
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
な
ど
国
の
つ
く
っ

た
制
度
が
あ
り
、
制
度
を
有
利

に
活
用
で
き
る
よ
う
水
田
農
業

推
進
協
議
会
な
ど
の
中
で
仕
分

け
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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特
に
市
街
化
調
整
区
域
か
ら

の
要
望
と
し
て
道
路
、
河
川
、

水
路
等
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
対
応
可
／
不
可
の
判

断
基
準
は
。
可
能
な
場
合
、
請

負
工
事
と
原
材
料
支
給
の
基
準

及
び
原
材
料
支
給
時
に
施
工
手

間
等
に
係
る
補
助
制
度
は
。
ま

た
、
今
後
の
対
応
方
針
は
。

�
�
�
　

地
域
か
ら
整
備
要
望

等
が
あ
っ
た
時
は
、
ま
ず
現
場

を
調
査
し
、
緊
急
性
が
あ
る
も

の
は
直
ち
に
対
応
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
は
公
平
な
判
断
基
準

で
点
数
評
価
を
行
う
事
業
評
価

制
度
に
よ
り
、
基
準
点
以
上
の

も
の
に
対
応
し
て
い
る
。
請
負

工
事
と
原
材
料
支
給
の
判
断
基

準
は
、
危
険
性
が
な
い
箇
所
な

ど
を
原
材
料
支
給
で
、
地
元
施

工
を
お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の

場
合
の
補
助
制
度
は
今
の
と
こ

ろ
は
な
い
。
今
後
も
財
政
状
況

山
口　

弘
展

は
非
常
に
厳
し
い
が
、
補
助
制

度
も
研
究
課
題
と
し
、
市
民
の

皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

り
、
受
け
地
側
と
発
地
側
の
両

方
の
視
点
か
ら
議
論
し
、
プ
ラ

ン
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
南
部

の
ま
ち
・
う
み
ゾ
ー
ン
と
北
部

の
や
ま
ゾ
ー
ン
に
大
き
く
分
け

ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
色
分
け
を
打
ち
出
し
、
観
光

商
品
や
資
源
の
磨
き
あ
げ
を
し
、

佐
賀
の
魅
力
を
引
き
出
し
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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行
・
財
政

◇
県
立
病
院
好
生
館
問
題

◇
遊
休
地
と
遊
休
施
設
に
つ
い

て
◇
行
財
政

◇
入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
◇
「
行
政
経
営
」
に
つ
い
て

◇
交
通
局
の
増
収
策
に
つ
い
て

◇
職
員
の
綱
紀
保
持
に
つ
い
て

◇
財
政
問
題

◇
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

◇
合
併
特
例
債
の
使
途
に
つ
い

て

◇
選
挙
管
理
委
員
会
の
こ
れ
ま

で
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

市
民
生
活

◇
災
害
時
に
お
け
る
広
報
行
政

に
つ
い
て

◇
法
律
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消
に
向

け
た
市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い

て
◇
水
道
局
の
行
政
改
革
に
つ
い

て
◇
佐
賀
市
斎
場
の
料
金
設
定
に

つ
い
て

◇
税
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
に
つ
い
て
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ご
み
減
量
対
策
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
の
現
状
と
環
境
セ
ン

タ
ー
で
佐
賀
市
の
ご
み
と
来
年

合
併
す
る
南
部
三
町
の
ご
み
を

含
め
て
処
理
が
可
能
か
。
余
力

が
あ
れ
ば
、
ご
み
処
理
の
広
域
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�����
�����
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化
の
観
点
か
ら
、
改
修
工
事
で

困
っ
て
い
る
小
城
市
の
ご
み
を

引
き
受
け
て
処
理
で
き
な
い
か
。

�
�
�
　

有
料
指
定
ご
み
袋
制

度
、
小
中
学
校
向
け
の
学
校
版

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
廃
食
用
油
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
、
剪
定
枝
の
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
等
、
ご
み
の
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
現

在
の
ご
み
の
搬
入
量
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
南
部
三
町
の
ご
み

の
量
は
、
清
掃
工
場
の
処
理
能

力
上
は
受
け
入
れ
可
能
だ
が
、

地
元
と
の
協
定
に
よ
り
、
旧
佐

賀
市
内
の
ご
み
し
か
焼
却
処
理

で
き
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は

困
難
で
あ
る
。
小
城
市
の
ご
み

は
、
処
理
能
力
の
面
で
も
受
け

入
れ
は
困
難
で
あ
る
。

　

農
地
、
農
業
用
水
等
の
資
源

や
環
境
は
、
市
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
。
農
業
者
だ
け
で
な
く

地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
資

源
の
良
好
な
保
全
や
環
境
の
向

上
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
行

政
と
し
て
農
家
と
非
農
家
の
連

携
に
よ
る
農
村
集
落
の
環
境
整

備
を
ど
う
す
す
め
て
い
く
の
か
。
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平
成
十
九
年
度
か
ら

農
業
者
と
地
域
住
民
と
の
協
働

で
行
う
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
計
画
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
農
地
や
農
業

水
路
等
を
社
会
共
通
資
源
と
と

ら
え
、
農
業
者
と
地
域
住
民
を

含
め
た
新
た
な
地
域
協
働
の
維

持
管
理
組
織
を
作
り
上
げ
、
こ

れ
ら
の
資
源
を
適
切
に
維
持
し

て
い
く
と
い
う
も
の
。
具
体
的

に
は
草
刈
り
、
農
道
の
補
修
、

水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
及
び
環
境
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こ
の
施
設
は
当
初
よ
り
、
脱

塩
処
理
施
設
も
無
く
、
地
元
と

の
協
定
等
に
よ
り
、
希
釈
、
放

流
も
で
き
ず
、
焼
却
施
設
の
冷

却
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
た

め
、
年
々
塩
濃
度
も
高
く
な
り
、

腐
食
等
も
進
ん
で
い
る
。
今
後

の
対
応
策
は
。
ま
た
、
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
の
統
廃
合
計
画
は
。

江
頭　

弘
美

副
島　

義
和

美
化
の
向
上
を
目
的
と
し
た
花

木
の
植
栽
な
ど
の
活
動
を
農
家

と
非
農
家
の
方
達
が
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
協
働
で
行
う
。

�
�
�
　

処
理
水
を
下
流
域
の

農
作
物
に
影
響
を
与
え
な
い
約

二
十
倍
の
塩
類
濃
度
に
希
釈
す

る
に
は
、
日
量
約
六
百
ト
ン
の

水
が
必
要
だ
が
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
付
近
の
地
下
水
の
状
況

で
は
、
こ
れ
だ
け
の
水
量
を
確

保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

バ
キ
ュ
ー
ム
ポ
ン
プ
で
と
る
等
、

処
理
方
法
を
検
討
す
る
。
ま
た

ご
み
処
理
施
設
の
統
廃
合
に
つ

い
て
は
、
清
掃
工
場
で
は
旧
佐

賀
市
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
だ

け
を
処
理
す
る
と
い
う
地
元
と

の
協
定
が
あ
る
た
め
、
周
辺
住

民
の
方
に
御
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
処
理
区
域
を
拡
大
で
き

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

吉
川　
　
�

産
業
振
興

◇
観
光
振
興
に
お
け
る
費
用
対

効
果
の
考
え
方

◇
農
業
政
策
に
つ
い
て

住
宅
・
開
発

◇
嘉
瀬
川
ダ
ム
の
周
辺
整
備
に

つ
い
て

◇
鍋
島
東
地
区
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
計
画
に
つ
い
て

◇
都
市
計
画
街
路
東
高
木
木
角

線
の
存
続
に
つ
い
て

◇
都
市
計
画
道
路
大
財
木
原
線

の
早
期
着
工
を

◇
新
た
な
都
市
計
画
税
の
還
元

に
つ
い
て

◇
都
市
計
画
道
路
政
策
に
つ
い

て
◇
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◇
都
市
計
画
法
第　

条
８
の
３

34

の
条
例
に
つ
い
て

環
境
・
衛
生

◇
下
水
道
に
つ
い
て

◇
下
水
道
汚
泥
処
理
対
策
の
そ

の
後

◇
青
色
防
犯
灯
の
導
入
に
つ
い

て
◇
ゴ
ミ
焼
却
炉
の
広
域
で
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て

保
健
・
福
祉

◇
健
康
増
進
計
画

◇
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て

◇
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て

◇
生
活
保
護
行
政

◇
乳
幼
児
医
療
費
（
歯
科
除
く
）

を
小
学
校
入
学
前
ま
で
無
料

に
教
育
・
文
化

◇
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

い
て

◇
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
に

つ
い
て

◇
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ

い
て

◇
公
民
館
運
営
に
つ
い
て

◇
い
じ
め
の
克
服
に
つ
い
て

◇
市
内
小
中
学
校
の
フ
ッ
素
洗

口
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

◇
子
ど
も
優
先
社
会
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

◇
教
育
行
政

◇
中
学
校
給
食
は
い
つ
ま
で
に

全
校
で
実
施
す
る
の
か

◇
教
育
行
政
に
つ
い
て

◇
教
育
問
題

◇
図
書
行
政

◇
市
立
公
民
館
運
営
全
般
に
つ

い
て
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